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1　は　じ　め　に

岩手県における養姦農家の動きをみると，l戸当たり収

繭量1量以上の大規模雲呑農家の生産シェア－が年々増加

しており，1986年度繭生産に占める割合は40％に達してい

る。その生産性の優位性から，大規模養毒農家経営が今後

の生産の担い手層となるものと期待が高まっている。養姦

経営の特質は労働集約度が高いことにあるが，この制約を

打開して生産力を増進するには，桑園拡大と並行して施設・

機械屋委員など，資本装備に重点を置いた労働生産性の高

い経営に転換を図ることが必要である。大規模雲呑農家の

多くは桑園を拡大しながら収繭量を増大させている実態に

あることから本報告では事例に基づいて養蚕経営の規模拡

大に伴う生産力向上と収益性について考察するとともに，

規模拡大の過程にあって労働生産性の向上に主要な役割を

果たしている固定資本の投資限界について検討する。

調査対象は県内の大規模雲呑農家の中から土地生産性の

高い経営．一定の土地生産性を土台として労働生産性が高

い経営，両者の過渡的段階にある経営をそれぞれ1戸ずつ

選定して経営成果を分析するとともに，土地生産性と労働

生産性を併進させている経営の投資限界を検討した。

2　事例農家の経営的性格

S農家と0農家は県南地域の養蚕主産地大東町にあって

気象立地条件に恵まれており，繭の収量水準が高い。H農

家は県北地域の二戸市にあって，桑の生育期間が短いため

県南地域より土地生産性が低い条件の下で桑園規模の拡大

を行っている。S農家は桑園260〃で家族労働力4人を保

有し．労働集約的な養蚕技術によって高い繭収量118．9匂／

10〟を維持している。H農家は1978年230〟，1979年330

4，1980年400〃と桑園を逐次拡大し併せて毒舎増設と農

機具の導入を行っており，いわば未成桑園を舎む規模拡大

の過渡期にある。0農家は1979年まで桑園170‘I，労働力

2人で2．5土の繭を生産し．S農家と同様に土地生産性を

追求した経営であった。しかし1986年に長男の就農を契機

として桑園を340仔に拡大し，壷舎1棟を増設した。1982

年に収繭量が3．7上に達したことから，夏秋姦期の採桑作

業労働を軽減する目的で密植桑園804の造成を含めて桑園

を420βとし，同時に垂作安定のために3－4齢専用姦舎

を増設するなど経営規模の拡大に努めてきた。この桑園拡

大と姦舎増設の過程は従事者1人当たり繭生産規模を広げ

るために，固定資産を投下しながら土地生産性と労働生産

性の併進をめざして経営組織の転換を図るための対応とみ

ることができる。

3　生産構造と資本羞備

3戸の1985年度経営成果をみると，S農家が労働力4人

で3，09川の繭を生産し．総所得額は294万円，10〃当た

り所得は3戸のうち最も高い113千円となっている。繭100

毎当たり投下労働時間は130．7時間で，能率的な作業を実

施している0農家よりも約2割多い（表1）。10〃当たり

経営費は103千円でやや高いが，高い繭収量118．9句／10

〃を維持するための肥料費や，飼育量が多いことに伴う共

同飼育料・垂種費などの流動費が多いことによるものであ

る。資本装備は蚕舎3枚と専用上読書のはか農義兵では耕

転機．トラック，エルバー．動力噴落胤自動収繭毛羽取

機など最少限度の装備であり，その固定資本投下額は344

万円，10α当たり投下額は132千円で3戸のうち最も少な

い額となっている。

衷1養姦経営の収益性（10〃当たり）
（単位：円）

項　　　　　 目 S 農 家 H 農 家 0 農 家

粗　　　 収　　　 益 2 1 5 ，6 6 1 14 8 ．6 20 1 7 3 ．5 9 8

上　 繭　 収　 量 （匂 ） 1 18 ．9 8 4．4 9 5 ．0

経　　　 営　　　 費 10 2 ．5 6 1 9 5 ．3 5 4 9 5 ．9 6 0

流　　 動　　　 費 8 1，7 8 7 7 4 ．8 8 5 6 6 ，3 4 4

減　 価　 償　 却　 費 2 0 ，7 7 4 20 ，4 6 9 3 0 ，6 16

所　　　　　　　　 得 1 1 3 ，10 0 5 3 ，2 6 6 7 7 ，63 8

家 族 労 働 費 見 積 額 7 2 ．32 8 4 2 ，0 86 4 5 ．9 1 7

地　 代　 見　 積　 額 10 ，0 0 0 10 ，0 00 8 ．14 3

資 本 利 子 見 積 額 8 ，3 7 3 8 ，7 0 0 13 ，9 1 9

土　 地　 純　 収　 益 3 2 ．3 9 9 2 ．4 80 17 ，8 0 2

資　 本　 純　 収　 益 3 0 ，7 7 2 1．18 0 2 3 ，5 7 8

資 本 利 回　 り （％ ） 10 ．7 5 0 ．4 3 5 ．8 4

家　 族　 労　 働　 報　 酬 9 4，7 2 7 3 4，5 6 6 5 5 ，5 7 6

同 上 1 日　 当 た　 り 4．9 7 7 2 ，6 10 4 ．5 59

企　　 業　　 利　　 潤 2 2 ，3 9 9 △ 7 ，5 2 0 9 ，6 59

労　 働　 時　 間 （時 間 ） 1 5 5 ．3 11 1 ．4 10 4 ．7

10 0 上ダ当 た り労 働 時 間 1 3 0 ．7 13 2 ．0 1 10 ．2

10 0 秒 当 た り 生 産 費 14 6 ．5 3 1 1 6 2，6 2 2 1 4 9 ，3 15
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H農家は労働力4人で3，376秒の繭を生産し，総所得額

は213万円，10〃当たり所得は53千円となっている。県北

地域にあって繭の収量水準84．小ダ／10クは決して低いとは

いえないが，箱当たり収繭量が30．2旬で低いことと上繭販

売単価が安いことなど飼育管現面で改善すべき問題が残さ

れている。資本装備では桑園4厄の管理作業にトラクタを

使用し．傾斜地では耕転機を使用するなど総固定資本投下

額は636万円と大きくなるが，10α当たり投下額とすれば

159千円で前者と大差がない。

0農家は労働力3人で3，991句を生産し，従事者1人当

たり収繭量1，330均はS農家773毎の1．7倍．H農家884

吋の1．5倍に当たる。総所得額は326万円．従事者1人当

たり所得は1，087千円で，S農家の1．5倍に労働生産性を

高めているが，10β当たり所得は77千円でかり，S農家の

113千円には及ばない。年6回青で113箱を飼育し．最大

蚕期となる春蚕には21箱（1人当たり7箱）を飼育するが，

年間を通じて次のような体系化技術により労働生産性の向

上を図っている。その第1は桑園の24％に相当する100〃

に密植桑園を造成して夏秋垂期にバインダ型条桑刈取機で

収穫し．採桑労働を軽減している。第2は毒舎を増設して

3－4齢専用と5齢専用を分離し，補温など育蛋管理と重

病防疫対策を徹底して蚕作安定に努めている。第3は専用

上厳重を用い，条払い自然上藻を実施して省力化を図ると

ともに．熟壷となる直前まで食彙させることにより単繭重

を重くして箱当たり収繭量を35．3如こまで高めている。こ

れらを通じて規模拡大に対応した省力技術の導入と．収量

水準向上技術を並進させている。総固定資本投下額は1．228

万円となり，S農家の3．6倍，H農家の1．9倍に達するが．

上繭100わ当たり投下労働を110．2時間に短縮している。

上繭100毎当たり第一次生産費はS農家146，531円，0

農家149，315円となるが，これらを全国の掃立量50箱以上

農家（農水省の1985年度繭生産費調査）の258，500円と比
較すれば，生産費の大きな割合を占める労働費の労賃評価

額に地域差があることを考慮しても，上記農家の生産費は

全国生産費の57－63％に相当する低い水準である。

4　投資効率と固定資本の投資限界

表1により各農家の10β当たり総投下資本に対する投資

効率をみると，資本利回りは0．43～10．75％と大きな差が

ある。0農家の資本利回り5．84％は同農家が借り入れてい

る制度資金の平均利子率5．35％を上回る収益率となってお

り，資金を導入した経営が成り立つことを意味している。

それではこの経営の技術をもってすれば，固定資本に対す

る投資がど咋だけ可能となるか，その限界について検討す

る。投資経済性計算式に基づいて0農家における繭収量95

匂／10ク，利子率5．35％．資本回収期間17年の条件で固定

資本（資本回収の対象とするのは建物施設，機械農蚕具，

桑園基盤整備に投じた額）の投資限界を求めると435．4

千円となる。農家が実際に投じた額433．8千円は限界値の

範囲内に収まっており，生産効率に見合った適正な投資で

あることが盛づけられる。投資限界額は利子率と繭の収量

水準に応じて変わるものであるから．両者の値に対応した

計算値を表3に示した。表3の投資限界額から蚕舎施設と

機械農蚕具に投じた額を差し引いた残余をもとに．桑園基

盤整備へ充当できる限界額を算出すれば197．3千円となる。

この農家が実際に基盤整備に投じた額は182．4千円であり，

義2　固定資本投下額（初期投資）

区　　　 分 投　 資　 額
10 α 当 た り
投 資 額

（千 円 ） （円 ）

建 物 ・施 設 5，8 0 6 13 8，2 4 1

機 械 ・農機眉 4．7 5 1 1 13，1 1 9

桑 園 基盤 整 備 7，6 6 2 18 2．4 2 9

合　　 計 18，2 1 9 4 3 3．7 89

表310〃当たり固定資本の投資限界額
（単位：千円）

利 子 率
1 0 〝 当 た り 繭 収 量

8 5 ゆ 9 0 匂 9 5 匂 1 0 0 毎

5 ．0　 ％ 2 9 6 ．6 3 7 3 ．2 4 5 0 ．0 5 2 6 ．1

5 ．3 5 2 8 7 ．0 3 6 1 ．2 4 3 5 ．4 6 9 4 ．4

6 ．0 2 7 0 ．3 3 4 0 ．2 4 1 0 ．2 4 8 0 ．1

7 ．0 2 4 6 ．9 3 1 0 ．8 3 7 4 ．8 4 3 8．8

8 ．0 2 2 5 ．9 2 8 4 ．5 3 4 3．2 4 0 1．8

1 0 ．0 1 9 0 ．1 2 4 1 ．0 2 8 9．3 3 4 2．9

注．資本回収期間17年

投資限界の範囲内にある。また，蚕舎施設と機械農姦具に

対して一定額の資本が投下された場合に，資本回収期間も

また利子率と繭の収量水準に応じて変わる。この経営の初

期投資と追加投資を合わせた投下資本額を回収するのに，

利子率6％のもとで繭の10♂当たり収量100句では11年．

95毎では13年，90毎では16年の期間を要することになる。
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